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患者さんにダメージのないルートプレーニングを目指して 2008/11/02【ご記入いただいたお申込み情報は適切、厳重に管理いたします】  受講申込書 

歯科医院名 ご住所 〒 

 

 

TEL 

FAX 

お名前（全員）                             

 

申込区分     ☐ 一般            ☐ セミナー会員医院 

2008’リンケージ藤波オータムフェア 
特 別 講 演 会 

「患者さんにダメージのないルートプレーニングを目指して」 
「術者磨きを科 

歯科衛生士 山岸 貴美恵先生 
埼玉県厚生専門学校（現県立大学）歯科衛生士学科卒業 

1980～1990 長野市 谷口歯科医院勤務 

1991～2004 フリーランス 

2005～    谷口歯科医院 勤務 

2008 年１１月２日（日） PM15：00～PM17：00

コンベックス岡山 国際会議場  岡山市大内田 675 TEL 086-292-6111 

 
一般 ￥3,150  ｾﾐﾅｰ会員 ￥2,835（消費税込） 

 
私が普段の臨床で行っているルートプレーニングは“キュレッタージ”や“デブライドメント”ではなく、根面だけ

を対象にした“ルートプレーニング”です。それは、深い歯周ポケットを改善する為に行うようなものであり、つま

りプラークコントロールの一環と考えています。具体的には、根面の沈着物を取り除き、「硬さを感じるスムー

ズな根面」を目指しています。ルートプレーニングでは肉芽の除去などは行わないため、基本的には無麻酔で

すが、その方が患者さんの負担も少ないと考えています。できるだけ患者さんにダメージのないルートプレー

ニングをしたい、というのが最近の私の目標です。 

・ダメージのないルートプレーニングとは 

①術中苦痛がない－刃先を根面から離さないことや、インストゥルメントの引き方に気をつける。 

②術後、疼痛や冷水痛などの症状が出ない－歯肉を傷つけず、根面を削りすぎず、歯石を取り残さない。 

③将来の疾患の原因とならない－部分的な削りすぎをしない。 

・ダメージなく、効果的なルートプレーニングをするテクニック 

1.キュレットのシャープニングを正しく行う－形と角度を変えないようにシャープニングする 

2.歯肉縁下にキュレットを挿入する時は静かに、刃先を根面から浮かせない 

3.かんなをかけるように、均一な力でまっすぐに引く 

4.動きのムラをなくし、端から順に当て、動かしていく 

以上の点をマスターすれば、患者さんの身体にダメージがなく、かつ効果的なルートプレーニングができると

考えています。 

根面の削りすぎは大きなダメージでもあり、最もさけたい事ですが、沈着物を取り残しても術後に問題が発生

する事があります。特にポケット底部の取り残しは、冷水痛の原因となる為、「1歯は1回で」ルートプレーニング

することも大切であると考えています。確実なルートプレーニングができる技術を持ち、歯周治療のプロといえ

る歯科衛生士さんが今後どんどん増えていくことを願っています。 

そして私自身も患者さんが治っていくことを感じながら、楽しく仕事を続けたいと思っています。 

㈱リンケージ藤波 岡山県倉敷市加須山 881-2 

TEL 086-420-0001 FAX 086-428-8899  

http://www.f-linkage.com （詳細やお申込に） 

主催／㈱リンケージ藤波 

共催／㈱イリエ歯科商社 

中国銀行倉敷駅前支店 普通 2107071    

ｶ）ﾘﾝｹｰｼﾞﾌｼﾞﾅﾐ                ＊誠に恐れ入りますが振込手数料はご負担下さい 

下記の受講申込書にご記入の上 FAX またはﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにてお申込みいただき下記の口座にお振込み下さい 

ご入金確認後受講票を送付させていただきます。 

 講   師 

 講師略歴 

 日   時 

 会   場 

 受 講 料 

 講演抄録 

 お振込み先 

 お申込方法 

 お問い合せ 

 


